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●�

高
齢
者
と
関
わ
っ
て
み
た
感
想
は
？

・
早
瀬
理
絵
さ
ん
（
学
生
）

　

最
初
は
、
考
え
方
の
違
い
な
ど
も
あ

る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
実
際
、
交

流
し
て
、
思
っ
て
る
ほ
ど
ギ
ャ
ッ
プ
は

大
き
く
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

・
古
賀
尋
翔
さ
ん
（
学
生
）

　

自
分
の
高
齢
者
像
は
、
家
に
い
る
時

間
が
長
く
て
、
あ
ま
り
外
に
出
な
い
印

象
が
強
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
が
多
く
て
衝
撃
で
し
た
。

　

ノ
ー
ト
や
手
帳
に
説
明
し
た
方
法
を

書
い
て
い
る
方
が
多
く
て
、
積
極
的
に

話
を
聞
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い

と
感
じ
ま
し
た
。

・
李
知
炯
先
生
（
助
教
）

　

僕
の
立
場
で
は
、
学
生
た
ち
が
高
齢

者
と
ど
う
会
話
で
き
る
か
、
共
通
点
を

ど
う
見
つ
け
て
卓
球
み
た
い
に
会
話
の

や
り
と
り
が
で
き
る
か
、
そ
こ
が
心
配

で
し
た
。

　

初
め
は
会
話
が
す
ぐ
終
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
と
１

時
間
ず
っ
と
話
し
て
い
ま
す
。
学
生
の

声
か
け
で
、
だ
ん
だ
ん
雰
囲
気
が
柔
ら

か
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。

●�

ス
マ
ホ
教
室
の
前
後
で
感
じ
た
変

化
は
？

・
早
瀬
さ
ん

　

は
じ
め
は
、
お
互
い
緊
張
し
て
い
て

固
い
雰
囲
気
で
始
ま
る
ん
で
す
け
ど
、

操
作
の
話
か
ら
広
が
っ
て
、
日
常
生
活

の
話
も
共
有
で
き
て
、
楽
し
い
雰
囲
気

に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

・
古
賀
さ
ん

　

地
図
ア
プ
リ
の
相
談
が
多
く
て
、
説

明
し
て
い
く
と
、
帰
り
際
に
「
今
度
地

図
ア
プ
リ
を
使
っ
て
店
に
行
っ
て
み
よ

う
か
な
」
っ
て
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
方
が

多
か
っ
た
の
で
、
前
後
の
変
化
は
大
き

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
李
先
生

　

写
真
の
思
い
出
か
ら
話
が
広
が
っ
て

元
気
に
な
る
、
ス
マ
ホ
の
話
だ
け
で
な

く
お
互
い
笑
う
こ
と
も
あ
る
、
そ
こ
が

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

●
ど
ん
な
質
問
が
多
い
？

・
早
瀬
さ
ん

　

写
真
を
送
っ
た
り
消
し
た
り
、
ア
プ

リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
な
ど
、
基
本

的
な
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

・
古
賀
さ
ん

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
通
知
の
消
し
方
、
地

図
ア
プ
リ
の
使
い
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

●�

介
護
予
防
や
孤
独
防
止
に
ど
う
つ

な
が
る
？

・
早
瀬
さ
ん

　

ス
マ
ホ
教
室
を
き
っ
か
け
に
家
か
ら

第38回
元気もんラボ/

「大学生とスマホで遊ぼう」
　町では、健康づくりや介護予防
を学びながらの多世代交流を目
的に福岡工業大学と連携し「元気
もんラボ」の取り組みを進めてい
ます。スマホの困りごと相談に対
応する学生・大学の先生と活動の
成果や課題について意見交換を
行いました。

出
会
い
が

�

つ
な
げ
る
元
気

古賀　尋翔さん

特  集特  集
意見交換会
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出
る
こ
と
で
交
流
が
生
ま
れ
て
、
話
せ

る
人
が
増
え
ま
す
。「
誰
々
さ
ん
が
い
る

か
ら
行
こ
う
」
と
か
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

・
古
賀
さ
ん

　

地
図
ア
プ
リ
相
談
が
多
い
の
は
、
外

出
し
た
い
か
ら
で
、
外
出
は
歩
く
・
調

べ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
認
知
症
予

防
に
も
つ
な
が
り
、
交
流
も
生
ま
れ
て

孤
独
防
止
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

・
李
先
生

　

来
て
く
れ
る
の
は
元
気
な
人
、
来
ら

れ
な
い
人
が
一
番
危
な
い
で
す
。
そ
こ

を
ど
う
引
っ
張
る
か
が
課
題
で
す
ね
。

　

例
え
ば
ア
プ
リ
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
、
反
応
が
な
い
人
に
役
場
か
ら
声

か
け
が
で
き
る
な
ど
の
循
環
す
る
仕
組

み
が
あ
れ
ば
、
役
場
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
共
同
研
究
で
開
発

し
た
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）
な
ど

を
推
定
す
る
ア
プ
リ
が
活
用
で
き
ま
す
。

●�

活
動
を
他
の
取
り
組
み
と
連
動
す

る
考
え
は
？

・
李
先
生

　

高
齢
者
は
健
康
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

血
管
の
硬
さ
測
定
を
ス
マ
ホ
教
室
と
一

緒
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
結
果
を

き
っ
か
け
に
病
院
を
受
診
し
て
大
き
な

病
気
が
分
か
っ
た
方
が
い
ま
し
た
。
こ

う
い
う
連
動
を
広
げ
た
い
で
す
ね
。

●
学
生
自
身
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

・
早
瀬
さ
ん

　

活
動
前
は
人
見
知
り
で
、
初
対
面
の

人
に
ど
う
思
わ
れ
る
か
気
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
交
流
を
通
し
て
ハ
ー
ド
ル
が

下
が
り
ま
し
た
。「
話
し
た
ら
ち
ゃ
ん
と

聞
い
て
く
れ
る
」
と
分
か
っ
て
、「
初
対

面
＝
怖
い
」
で
は
な
く
「
新
し
い
こ
と

を
知
れ
る
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
就
活

の
面
接
で
も
活
き
て
、
人
見
知
り
っ
ぽ

く
な
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

・
古
賀
さ
ん

　
話
す
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
人
の
話
を
ち
ゃ

ん
と
聞
く
「
傾
聴
力
」
が
身
に
つ
き
ま

し
た
。
相
手
の
目
線
に
立
っ
て
説
明
す

る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

・
李
先
生

　

知
ら
な
い
こ
と
を
す
る
の
は
怖
い
も

の
で
す
が
、
経
験
を
重
ね
る
中
で
、
学

生
た
ち
は
次
第
に
自
分
で
考
え
、
判
断

し
、
自
ら
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
、
そ
こ
が
教
育
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
こ
こ
で
教
え
る
こ
と
は
な

い
、
関
わ
っ
て
学
ん
で
ね
」
と
伝
え
て

い
ま
す
。

　
元
気
も
ん
ラ
ボ
の
ス
マ
ホ
教
室
で
は
、

安
心
し
て
「
聞
け
る
」「
話
せ
る
」
居
場

所
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
大
学
の
皆
さ
ん
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
の
表
情
や
行
動
が
変
わ
り
、
外

に
出
る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
て
い
る
の

で
、
来
ら
れ
な
い
方
へ
の
見
守
り
や
声

か
け
の
必
要
性
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
ア
プ
リ
の
研
究
に
つ
い
て
も
、

小
さ
な
気
づ
き
が
支
援
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
命
と
暮
ら
し
を
守
る

視
点
を
大
切
に
、
現
場
の
声
を
町
民
の

安
心
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

早瀬　理絵さん

李　知炯　助教
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99億億33883388万円減万円減

総額 総額 135135億億97949794万円万円
令和８年度　予算

賛成多数原案可決

３３月定例会月定例会 　�２月26日から３月12日までの15日間の会期で開催しました。
　�総務建設・文教厚生常任委員会、予算特別委員会において、町長
提案の議案22議案すべての議案を原案のとおり可決しました。
　各議案に対する賛否一覧を８ページに掲載しています。

篠栗町の予算を「家計簿」に例えてみました篠栗町の予算を「家計簿」に例えてみました
　町の令和８年の予算の歳入歳出を性質別に分け、仮に「年収500万円」の世帯として一般家庭の項目に置き
換えてみました。目安としてご覧ください。

町の歳入 家計簿の収入
町財政の項目 金　額 率（％） 家計簿の項目 金　額

町　税 39億3890万円 29.0% 給　料（基本給） 145万円
繰入金 15億340万円 11.1% 貯金の引き出し 55万円
使用料手数料・分担金負担金・
諸収入・財産収入・寄附金 9億3079万円 6.8% パート収入など 34万円

繰越金 1億5000万円 1.1% 昨年の残金 6万円
地方交付税・交付金・地方譲与税 31億3135万円 23.0% 父母などからの支援 115万円
国県支出金 37億2450万円 27.4% 医療費助成や奨学金など 137万円
町　債 2億1900万円 1.6% 借　金 8万円
合　　計 135億9794万円 100.0% 合　　計 500万円

町の歳出 家計簿の支出
町財政の項目 金　額 率（％） 家計簿の項目 金　額

人件費 19億4826万円 14.3% 食　費 72万円
扶助費 40億6450万円 29.9% 医療費・介護費 149万円
公債費 7億8259万円 5.8% ローン返済 29万円

物件費・補助費等 50億7090万円 37.3% 光熱水費・生活用品の購入・
町内会費 186万円

繰出金 11億8942万円 8.8% 子供への仕送り 44万円
投資・出資金・貸付金 1985万円 0.1% 知人への援助・貸付 1万円
積立金・予備費 4700万円 0.3% 貯　金 2万円
普通建設事業費・維持補修費�
災害復旧事業費 4億7542万円 3.5% 自宅の増改築・修繕・車の買替

など 17万円

合　　計 135億9794万円 100.0% 合　　計 500万円

　この家計簿で見てみると、自分の収入だけで全部をまかなうのは難しく、貯金の引き出しや支援も受けながら暮
らしている形です。食費や医療・介護費、生活に必要なお金が多くを占め、家計にはあまり余裕がありません。そ
の中で、暮らしに欠かせない支出を優先しながら、お金をやりくりして家計を成り立たせています。

（１万円未満四捨五入）
※合計に合わせるため一部数字を調整しています。
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特別会計
会　　　計 Ｒ７年度予算 Ｒ８年度予算 対前年度増減

国 民 健 康 保 険 27億3800万円 26億6200万円 △7600万円

後 期 高 齢 者 医 療 5億6500万円 6億2800万円 6300万円

水 道 事 業
収 益 的 支 出 6億3000万円 6億3900万円 900万円

資 本 的 支 出 3億1200万円 4億5600万円 1億4400万円

公共下水道事業
収 益 的 支 出 8億8200万円 8億8100万円 △100万円

資 本 的 支 出 5億8600万円 5億7000万円 △1600万円

（百万円未満四捨五入）

�
　区長の話では、作出地区の大師組合の19世帯のうち16世帯の
方からは同意を得ているが、残りの３世帯については、これか
ら同意を得るということだった。詳細は、乙犬区の総会等でご
確認いただきたい。
　町では集会所を作らないようにしているが、区が主体的に申
請して、国・県の一定の補助が使えるような状況になれば、地
域住民のために町が残りを負担していくべきと判断した。
　当然、区が同意を得られて、その後に国・県の補助があり、
それを受けての町の対応ということになる。
　乙犬区だけではなく、同様の地域があることは承知している。

町の見解
� 横山 議員
　本予算には、乙犬区集会施設建設のための補助金700万円が
計上されている。
　区の要請を受け、計上したとのことだが、乙犬区総会で可決
されたものではなく、区の決定事項でも区の総意でもない。建
設予定地にはお堂が建っているが、管理する方全員の同意を得
ていない。町は、申請されたものに対して判断するので、町が
確認することではないとのことだが、内容が適正か、問題ない
か確認せずに補助を決定することは、行政としてあるまじき行
為である。
　補助金を出すプロセスを無視した予算計上であり、この項目
を取り下げるべきである。

反対討論

令和８年度の主な事業
（１万円未満四捨五入）

町民体育館ストックヤード増設工事
174万円

防災行政無線更新業務委託
6940万円

　現行機器の製造終了予定と老朽化に対応するた
め、新しい方式に対応した機器へ更新します。

　町民体育館の段ボール用ストックヤードが満杯
になりやすいため、利便性を向上します。

篠栗小学校体育館改修工事設計業務委託料
1859万円

昭和55年３月に建てられた
現在の体育館

※令和８年度は、国・県の補助金が不採択となったため、乙犬区集会施設建設事業の実施はありません。

全員賛成原案可決
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全員賛成原案可決

契　
　
約

契
約
金
額
を
減
額

工
事
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〔
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
事
業
用
地
２
法
面
工
事
〕

�

（
議
案
第
14
号
）

　
工
事
金
額
を
減
額
す
る
に
あ
た
り
変
更
契
約
を
締
結
。

減
額
の
要
因
は
、
別
工
事
と
の
重
複
が
解
消
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
交
通
誘
導
員
の
人
数
が
５
２
０
名
か
ら
40

名
へ
減
少
し
た
た
め
。

契  

約  

金  

額　

�

金
９
１
２
４
万
６
０
０
円
を

　
　
　
　
　
　
　
金
８
１
３
６
万
５
９
０
０
円
に
変
更

契
約
の
相
手
方　
不
二
グ
ラ
ウ
ト
工
業
株
式
会
社

条　
　
例

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
開
始

篠
栗
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
５
号
）

　

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
生
後
６
か
月
か
ら
満
３
歳

未
満
の
子
ど
も
が
、
保
護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、

月
10
時
間
を
上
限
に
保
育
施
設
等
に
通
園
で
き
る
新
た

な
制
度
。

　
　
　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

公
共
交
通
を
見
直
し

篠
栗
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
７
号
）

　

篠
栗
町
地
域
公
共
交
通
会
議
・
篠
栗
町
運
賃
協
議
会

を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
整
備
す
る
。

新
設
の
目
的
は
、
町
内
の
公
共
交
通
を
見
直
し
、
新
た

な
交
通
手
段
を
検
討
す
る
。
令
和
10
年
10
月
の
試
験
運

用
開
始
を
目
指
す
。

賛成多数原案可決

全員賛成原案可決
全員賛成原案可決

　　　　　　　　　　　　 （議案第２号）

一般会計の補正予算額は下記のとおり。� （1万円未満四捨五入）

会　計 補正額 補正後予算額

一般会計 ３億5533万円 162億4729万円

●主な事業
　【こども育成課】　物価高対応子育て応援手当事業　　１億2101万円
　【産業観光課】　　物価高騰対応地域振興券事業　　　２億3297万円

臨 

時 

会

　
（
１
月
23
日
）

一般会計補正予算
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請　
願

廃
止
撤
回
を
求
め
る

請
願
は
不
採
択
に

「
篠
栗
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
及
び
温
浴
施
設
」
の
廃

止
撤
回
を
求
め
る
請
願
書

�

（
請
願
第
２
号
）

　
本
請
願
は
、
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
議
会
と
し
て
常
任
委
員
会
を
２

回
、全
員
協
議
会
を
１
回
開
催
し
て
き
た
。

ま
た
、
議
員
活
動
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
や
町
民
の
声
を
確
認
し
た
う
え
で
臨
時

会
を
開
き
、採
決
の
結
果
、不
採
択
と
な
っ

た
。

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会　
意
見
内
容
】

・�

請
願
は
住
民
の
声
の
一
つ
で
は
あ
る

が
、
新
た
な
情
報
は
出
て
い
な
い
。

ま
た
、
町
民
の
任
意
の
方
に
廃
止
に

至
る
経
緯
や
根
拠
を
説
明
す
る
と
理

解
い
た
だ
け
る
。

・�

広
報
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
プ
ロ
セ
ス
が
明
確
で
は
な

か
っ
た
。
住
民
や
利
用
者
に
説
明
を

し
て
段
階
的
に
進
め
て
い
れ
ば
、
こ

ん
な
大
変
な
状
況
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。

・�

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
安
全
性
を

確
保
す
る
に
は
、
大
規
模
改
修
は
必

須
で
あ
る
。
現
施
設
で
は
運
営
を
引

き
受
け
る
新
た
な
委
託
事
業
者
を
確

保
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

・�

今
後
は
、
高
齢
者
福
祉
や
多
世
代
と

の
交
流
な
ど
、
現
在
の
福
祉
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
機
能
に
転
換
す
る
の
が
望

ま
し
い
。

・�

閉
鎖
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
執
行

部
の
提
案
を
受
け
協
議
を
進
め
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。

賛成少数不採択

賛成討論
� 横山 議員
　今回の温浴施設廃止は、町民への周
知を徹底せず、説明責任も果たしてい
ない。また、災害等による建物崩壊な
ど、廃止を急がねばならない緊急性も
ない。
　本来どおり進めることに支障がない
中、理解を得る説明もないまま強引に
廃止を押し通すことは、健全な町づく
りとは到底言えない。よって廃止撤回
を強く求める。

� 浦野 議員
　廃止の理由は、老朽化による修繕費
用の増大や利用者の減少等さまざまで
ある。
　一方で、住民への周知と十分な説明
がないまま決定されたという、本来取
るべき段取り、プロセスが抜け落ちて
おり、町の姿勢が問われている。
　一度白紙に戻して、丁寧な説明や住
民に寄り添った議論が必要であると考
える。

� 門馬 議員
　本町で25年続く温浴施設等の廃止
決定について、進め方に重大な問題が
あった。
　老朽化や財政課題は承知している
が、町民への十分な説明もなく廃止を
決めたことは極めて不誠実である。
　1,685名の署名は置き去りにされた
町民の声である。いったん白紙に戻し、
町民に正面から説明し、改めて判断す
べきだと訴える。

反対討論
� 栗須 議員
　近年の利用状況や福祉ニーズの変化
を踏まえると、従来通りの運営を続け
ることは、財政的に見ても限界である。
　町民全体への必要性や公平性を考慮
すると、公益性が低く維持継続するの
は困難である。
　施設の在り方を「子育て支援や多様
化する高齢者福祉への対応」として機
能強化されることを期待する。

� 太郎良 議員
　温浴施設は長年親しまれた施設であ
り、存続を願う気持ちは十分に理解し
ている。また、廃止に至るまでの説明
の在り方は課題である。
　しかし、安全性や利用環境の維持に
は相応の改修が不可欠であり、指定管
理者の確保も困難な状況である。限ら
れた財源の中で持続可能な行財政運営
を考えていくことが重要である。

� 崎山 議員
　廃止されることへの戸惑いや、納得
がいかないことは十分に理解できる。
　今、行政に求められているのは、限
られた財源をより多くの町民のために
より効果的に活用することである。改
修費用やランニングコストを含め総合
的に勘案した結果が廃止という判断で
ある。将来世代への責任を踏まえ、判
断を行うべきである。
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議案 議　案　名 議決結果

１
月
臨
時
会

１ 篠栗町職員旅費支給条例の全部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

２ 令和７年度篠栗町一般会計補正予算（第９号）について
詳
細
は
P6

の
と
お
り

全員賛成原案可決

請願
２号

「篠栗町総合保健福祉センターにおけるトレーニングルーム及び温浴
施設」の廃止撤回を求める請願書

詳
細
は
P7

の
と
お
り

賛成少数不採択

３
月
定
例
会

3 専決処分の承認を求めることについて（専決第１号）
〔令和７年度篠栗町一般会計補正予算（第10号）について〕 全員賛成原案承認

4 篠栗町教育委員会委員の任命について 全員賛成同意

5 篠栗町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制
定について

詳
細
は
P6

の
と
お
り

全員賛成原案可決

6 篠栗町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

7 篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について
詳
細
は
P6

の
と
お
り

全員賛成原案可決

8 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

9 篠栗町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 全員賛成原案可決

10 篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

11 篠栗町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
全部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

12 篠栗町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

13
篠栗町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・
子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の全部を改正する
条例の制定について

全員賛成原案可決

14 工事変更契約の締結について〔篠栗北地区産業団地事業用地２法面工事〕
詳
細
は
P6

の
と
お
り

賛成多数原案可決
（可８：否３　横山・浦野・門馬）

15 町道の路線変更について 全員賛成原案可決

16 令和７年度篠栗町一般会計補正予算（第11号）について 全員賛成原案可決

17 令和７年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について 全員賛成原案可決

18 令和７年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について 全員賛成原案可決

19 令和７年度篠栗町水道事業会計補正予算（第３号）について 全員賛成原案可決

20 令和８年度篠栗町一般会計予算について
詳
細
は
P4

の
と
お
り

賛成多数原案可決
（可８：否３　横山・浦野・門馬）

21 令和８年度篠栗町国民健康保険特別会計予算について

詳
細
は
P5

の
と
お
り

全員賛成原案可決

22 令和８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計について 全員賛成原案可決

23 令和８年度篠栗町水道事業会計予算について 全員賛成原案可決

24 令和８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算について 全員賛成原案可決
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１．荒牧　泰範　議員………………………………………… 10
・県道607号線の渋滞緩和を

２．太郎良　瞳　議員………………………………………… 11
・高齢者の居場所の安定継続の仕組みは

３．横山　和輝　議員………………………………………… 12
・町有地の無断駐車に賃料を
・幼稚園跡地を更地にすべきではないか

４．吉本　文枝　議員………………………………………… 13
・プレコンセプションケアの推進を

５．門馬　良　議員…………………………………………… 14
・�学校給食廃食用油の有効活用を

６．崎山　佐穂　議員………………………………………… 15
・町独自の人材バンクで人材確保を

　　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や
政策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。
　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。
　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。
議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・
各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

６
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?
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問
　
門
松
交
差
点
が
立
体
交
差
に
な
り

福
岡
市
方
面
へ
の
渋
滞
が
随
分
と
緩

和
さ
れ
た
が
、
篠
栗
駅
前
信
号
か
ら

町
民
体
育
館
前
信
号
ま
で
の
混
み
具

合
は
旧
態
依
然
と
し
た
ま
ま
で
、
朝

夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
み
な
ら
ず
昼
間

で
も
渋
滞
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

　
行
政
と
し
て
改
善
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
道
路
形
態
と
し
て
考
え
ら
れ

る
も
の
は
、
先
ず
駅
前
信
号
か
ら
次

の
手
押
し
式
信
号
ま
で
の
距
離
が
短

す
ぎ
且
つ
上
下
の
信
号
と
同
期
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
二
つ
目
は
ミ
ス

タ
ー
マ
ッ
ク
ス
角
の
交
差
点
に
右
折

待
機
場
所
が
な
い
こ
と
、
三
つ
目
は

町
民
体
育
館
前
信
号
に
お
い
て
右
折

車
が
２
台
以
上
に
な
る
と
渋
滞
す
る

の
で
右
折
待
機
場
所
の
狭
さ
で
あ
る

と
思
う
。

　
以
上
の
３
点
は
早
急
に
改
善
す
る

べ
き
だ
が
如
何
か
。

　
ま
た
、
花
水
木
方
面
か
ら
の
県
道

交
差
点
は
視
界
が
悪
く
頻
繁
に
事
故

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
改
善
が
必
要

で
あ
り
、
勢
門
小
学
校
バ
ス
停
か
ら

乙
犬
バ
ス
停
間
は
信
号
機
が
な
く
高

齢
者
な
ど
が
バ
ス
停
を
利
用
す
る

の
に
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
の

で
、
信
号
機
の
必
要
箇
所
の
見
直
し

を
警
察
と
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
如
何
か
。

答
【
町
長
】

　
粕
屋
警
察
署
に
よ
る
と
一
つ
目
の

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
は
若
杉
入
口
信

号
機
と
連
動
は
可
能
だ
が
押
し
ボ
タ

ン
式
で
な
く
な
り
横
断
者
の
待
ち
時

間
が
長
く
な
る
。
二
つ
目
と
三
つ
目

の
右
折
待
機
場
所
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
道
路
用
地
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
県
内
主
要
幹
線
道
路
整
備
を
優

先
し
て
お
り
、
改
良
は
容
易
で
な
い

と
の
事
で
あ
る
。

　
道
路
管
理
者
が
県
で
交
通
管
理
者

が
警
察
で
あ
る
こ
と
か
ら
町
が
直
接

道
路
改
良
を
で
き
な
い
が
、
交
通
の

円
滑
化
・
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
改

善
を
今
後
も
求
め
て
い
く
。

　
信
号
機
の
設
置
は
交
通
関
係
部
署

に
よ
る
と
、
事
故
が
起
こ
っ
た
所
か

ら
設
置
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
所
は
設
置
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
花
水
木
方
面
か
ら
の
頻
繁
に
発
生

す
る
事
故
や
勢
門
小
学
校
バ
ス
停
か

ら
乙
犬
バ
ス
停
ま
で
の
横
断
の
危
険

性
な
ど
、
車
両
・
歩
行
者
の
交
通
量

や
事
故
発
生
状
況
を
把
握
し
、
信
号

機
の
見
直
し
や
右
折
レ
ー
ン
設
置
の

可
能
性
・
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
車

両
の
渋
滞
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
県

や
警
察
に
道
路
環
境
の
改
善
を
求
め

て
い
く
。

県道607号線の渋滞緩和を

町長　「道路環境改善を求めていく」

荒
あらまき

牧 泰
やすのり

範

録画配信

本会議を
ホームページで

公開しています！

次回の６月議会の開会は、６月４日（木）10時、一般質問は６月10日（水）10時開始予定です。

本会議は一般に公開されており、傍聴することができます。
傍聴をご希望の方は、庁舎３階の議会事務局にお越しくだ
さい。（予約不要）
また、当日の様子は、インターネットでの生中継や録画配
信でもご覧いただけます。

本会議傍聴・・視聴のご案内 町政や議会の様子を
身近に感じていただく機会を

ぜひご活用ください。
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高
齢
者
の
社
会
参
加
や
交
流
の
場

と
な
る
居
場
所
づ
く
り
は
、
健
康
づ

く
り
や
孤
立
防
止
の
面
か
ら
も
重
要

で
あ
り
、
篠
栗
町
に
お
い
て
も
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問
　
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
支

援
策
は
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
高
齢
者
に
対
し
て
適
切
な
支
援
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
は
重
要
な
課
題

と
捉
え
、
元
気
も
ん
ラ
ボ
、
各
地
域

で
の
サ
ロ
ン
活
動
や
お
ひ
さ
ま
活
動

へ
の
支
援
、
ま
た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
き
が
い
を
創
出
す
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。

　
交
通
手
段
や
運
動
能
力
の
低
下
に

よ
り
、
通
い
が
難
し
い
方
に
は
送
迎

可
能
な
介
護
予
防
事
業
、
集
団
が
苦

手
な
方
に
は
自
宅
で
で
き
る
介
護
予

防
な
ど
を
案
内
し
て
い
る
。
新
し
い

人
が
行
き
た
い
と
思
え
る
環
境
や
知

り
合
い
か
ら
の
誘
い
、
家
族
か
ら
の

勧
め
な
ど
を
支
援
し
、
通
い
や
す
い

き
っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　
個
々
に
応
じ
た
事
業
を
行
い
、
高

齢
者
が
地
域
で
孤
立
せ
ず
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
各
行
政
区
と
連
携

し
地
域
で
の
理
解
と
協
力
に
よ
る
支

え
合
い
に
努
め
て
い
く
。

問
　
居
場
所
を
継
続
す
る
た
め
の
担
い

手
の
発
掘
・
育
成
は
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
事
業
を
平
成
21
年
か
ら
開
始
し
、

現
在
、
登
録
は
１
０
８
人
、
83
人
が

活
動
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
事
務
局
で
あ
る
篠
栗
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
知
識
や

技
術
を
学
ぶ
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
発
掘
と
育
成
の
支
援
に
努
め

て
い
く
。

　

篠
栗
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
年
、
生
活
支
援
の
大
切
さ
に
つ
い

て
住
民
講
演
会
を
開
催
し
、
研
修
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会

で
連
携
し
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
支
援
体
制
を
つ
く
っ

て
い
く
。

問
　
今
後
も
安
定
し
て
継
続
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
は
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
高
齢
者
の
方
が
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
よ
う
、
多
角
的
な
支
援
策
を

講
じ
、
居
場
所
づ
く
り
の
必
要
性
、

重
要
性
を
認
識
し
、
地
域
全
体
で
サ

ポ
ー
ト
し
合
え
る
環
境
整
備
を
引
き

続
き
努
力
し
て
い
く
。

問
　
細
や
か
な
周
知
の
考
え
は
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
広
報
の
工
夫
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

の
活
用
、
既
存
の
利
用
者
か
ら
の
口

コ
ミ
や
、
公
民
館
に
掲
示
の
検
討
な

ど
多
様
な
誘
い
で
周
知
を
図
り
た

い
。

高齢者の居場所の
� 安定継続の仕組みは

福祉課長　「多角的な支援策を講じる」

太
た

郎
ろう

良
ら

 瞳
ひとみ

録画配信

11 ささぐり議会だより No.227

意
見
交
換
会

定
　
例
　
会

研
修
報
告

議
会
活
動
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問



横
よこ

山
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 和
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問
　
約
10
数
年
間
に
わ
た
り
、
旧
乙
犬

公
民
館
の
跡
地
で
あ
る
町
有
地
に
隣

接
す
る
民
間
の
企
業
が
無
断
で
利
用

し
て
い
る
。

　
過
去
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
町
は

ロ
ー
プ
を
張
り
利
用
で
き
な
い
よ
う

に
し
た
が
、
数
か
月
経
過
し
た
と
こ

ろ
、外
さ
れ
再
度
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
す
ぐ
に
で
も
利
用
で
き
な
く
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
今
年
１
月
に
ま
た
駐
車
さ
れ
て
い

る
と
情
報
が
あ
り
現
場
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
駐
車
し
て
い
る
車
が
民
間

企
業
の
従
業
員
の
車
と
判
明
し
た
。

速
や
か
に
移
動
す
る
よ
う
話
を
し
、

検
討
し
た
結
果
、
現
在
は
仮
設
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
る
。

　
今
後
、
民
間
企
業
を
訪
問
し
、
適

正
な
町
有
地
の
維
持
管
理
に
努
め
て

い
く
。

問
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
間
が
あ
り
結
局

今
も
駐
車
し
て
い
る
。
今
の
財
政
状

況
を
考
え
る
と
、
少
し
で
も
歳
入
を

増
や
す
た
め
の
努
力
が
必
要
な
の

で
、
賃
料
を
取
っ
て
利
用
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
内
部
的
な
財
産
移
管
や
乙
犬
区
と

調
整
の
も
と
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　

２
０
２
３
年
、
町
営
で
あ
っ
た
北

勢
門
幼
稚
園
が
閉
園
さ
れ
、
建
物
は

放
置
し
た
ま
ま
、
約
３
年
が
経
過
し

て
い
る
。

　
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
放
置
し
た
状

態
に
よ
り
景
観
を
損
ね
る
こ
と
や
、

知
ら
な
い
人
が
勝
手
に
住
み
着
く
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
の
声
も
上

が
っ
て
い
る
が
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
令
和
７
年
５
月
に
警
備
会
社
か
ら

報
告
を
受
け
、
窓
ガ
ラ
ス
２
枚
の
破

損
を
確
認
し
、
粕
屋
警
察
署
に
通
報

し
た
。
ま
た
、
数
日
後
、
園
内
に
複

数
の
人
が
侵
入
し
て
い
る
と
の
連
絡

が
入
り
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ら

に
８
枚
割
ら
れ
て
い
た
。

　
当
該
施
設
は
、
異
変
が
あ
れ
ば
警

備
会
社
が
現
場
確
認
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
敷
地
も
含
め
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
適
切

な
施
設
管
理
に
努
め
て
い
く
。

問
　
全
国
的
に
見
れ
ば
、
放
置
さ
れ
た

と
こ
ろ
は
放
火
な
ど
の
事
件
が
実
際

に
あ
る
。
問
題
が
起
こ
れ
ば
町
の
責

任
に
な
る
た
め
建
物
も
古
く
再
利
用

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
早
く
更
地

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
利
用
目
的
が
定
ま
る
ま
で
、
更
地

と
す
る
こ
と
は
考
え
て
な
い
。

　
解
体
費
用
も
か
か
る
た
め
、
今
後

ど
の
よ
う
な
形
で
解
体
時
期
を
決
め

て
い
く
か
、
協
議
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

町有地の無断駐車に賃料を
都市整備課長　「区や内部の
� 調整のもとに考えていきたい」

幼
稚
園
跡
地
を
更
地
に

�

す
べ
き
で
は
な
い
か

財
産
活
用
課
長　
「
時
期
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
く
」
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政
府
は
成
育
基
本
法
の
中
で
、
学

童
期
や
思
春
期
か
ら
の
健
康
教
育
を

推
進
し
、
生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
る
。

　

そ
の
中
の
※
１

プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
は
、
※
２
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
考

え
る
。

問
　

県
に
は
※
３
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
町
民
の
健
康
と
安
心
を
支
え

る
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
【
健
康
課
長
】

　
児
童
期
は
性
や
生
殖
に
関
す
る
正

確
な
知
識
の
普
及
、
成
人
期
は
将
来

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
た
生
活
や

健
康
の
見
直
し
、
特
に
若
年
女
性
の

や
せ
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
る
。

　
単
な
る
少
子
化
対
策
や
不
妊
予
防

で
は
な
く
、
住
民
の
心
と
身
体
の
健

康
と
幸
福
の
基
盤
づ
く
り
と
い
う
広

い
意
味
で
の
健
康
増
進
の
課
題
と
捉

え
て
い
る
。

問
　
町
の
役
割
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
県
の
専
門
相
談
や
情
報
発
信
を
補

完
し
、
住
民
が
健
康
不
安
を
感
じ
た

際
に
、
最
初
の
手
が
か
り
と
な
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機

能
、
セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関
へ
つ
な

ぐ
機
能
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
・

学
校
と
連
携
し
た
啓
発
、
母
子
保
健

事
業
や
特
定
健
診
の
結
果
説
明
な
ど

を
通
じ
て
、
長
期
的
な
伴
走
支
援
等

の
役
割
を
担
う
と
考
え
る
。

問
　
学
校
教
育
や
関
係
機
関
と
連
携
し

正
し
い
知
識
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
教
育
長
】

　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
小
学

校
で
は
心
と
体
の
発
育
・
発
達
に
関

す
る
理
解
を
深
め
、
健
康
な
生
活
を

営
む
基
礎
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
生
殖
の
仕
組
み
や

妊
娠
、
性
感
染
症
の
予
防
や
健
康
習

慣
な
ど
を
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と

あ
わ
せ
て
指
導
し
、
正
確
な
健
康
情

報
を
主
体
的
に
選
択
し
適
切
に
活
用

で
き
る
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
外
部
専
門
家
と
連
携
し
、

性
暴
力
防
止
や
自
他
を
尊
重
す
る
態

度
を
育
て
る
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
連
携
し
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
の
構
築
や
教
職
員
の
指
導
力

向
上
に
努
め
、
児
童
生
徒
が
心
身
を

大
切
に
し
、
将
来
を
主
体
的
に
選
択

で
き
る
力
を
育
む
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
学
校
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
や
幼

児
期
へ
の
対
応
は
。

答
【
教
育
長
】

　
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
者

や
幼
稚
園
、
保
育
施
設
等
へ
の
情
報

提
供
を
行
う
。

プレコンセプションケアの推進を

健康課長「町は身近な相談と情報提供を担う」

吉
よし

本
もと

 文
ふみ

枝
え

録画配信

※
１　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

　

将
来
の
妊
娠
や
健
康
に
備
え
、
若

い
世
代
が
体
や
生
活
を
整
え
る
取
り

組
み
。

※
３　

�

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

　

思
春
期
以
降
の
男
女
を
対
象
に
、

妊
活
、
避
妊
、
不
妊
、
性
の
悩
み
、

性
感
染
症
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
な
ど
、

助
産
師
や
専
門
医
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
無
料
相
談
す
る
専
門
相
談
窓
口
の

機
能
や
、
出
前
講
座
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

な
ど
、
県
域
全
体
に
向
け
た
情
報
発

信
や
人
材
育
成
を
担
っ
て
い
る
。

　
福
岡
県
の
窓
口
は
、

�

福
岡
県
千
代
合
同
庁
舎
１
階

※
２　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

心
と
体
が
満
た
さ
れ
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
。
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問
　

本
町
で
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ　
さ
さ
ぐ
り
」
を
掲
げ
、
太
陽

光
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
て

い
る
。

　
実
現
す
る
に
は
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
実
感
し
参
加
で
き
る
身
近
な
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
学
校
給
食

で
発
生
す
る
廃
食
用
油
は
、
現
在
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
ど
れ
く
ら
い

発
生
し
て
い
る
の
か
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
本
町
の
小
中
学
校
か
ら
給
食
調
理

で
発
生
す
る
廃
食
用
油
は
、
給
食
調

理
業
務
を
受
託
し
て
い
る
業
者
が
処

理
を
行
っ
て
い
る
。年
間
発
生
量
は
、

概
算
で
約
３
，
６
０
０
kg
で
あ
る
。

問
　

廃
食
用
油
は
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
燃
料
と
な
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
や
航
空
燃
料

の
代
替
と
な
る
※
１
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
原
料

と
し
て
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
精
製

会
社
へ
の
販
売
な
ど
、
有
効
利
用
へ

転
換
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る

が
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
資
源
循
環
や
環
境
負
荷
軽
減
の
観

点
か
ら
、
有
効
な
取
り
組
み
と
認
識

し
て
い
る
。
給
食
費
と
の
関
係
な
ど

整
理
す
べ
き
課
題
も
あ
る
が
、
関
係

部
署
と
連
携
し
有
効
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。

問
　
廃
食
用
油
が
燃
料
へ
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

究
極
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、
環
境

教
育
の
教
材
と
し
て
も
大
き
な
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
教
育
効
果
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
【
教
育
長
】

　
持
続
可
能
な
社
会
を
学
ぶ
環
境
教

育
と
し
て
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
児

童
生
徒
だ
け
で
な
く
家
庭
や
地
域
へ

も
環
境
意
識
を
広
げ
る
効
果
も
あ

り
、
今
後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
検

討
し
な
が
ら
推
進
し
た
い
。

問
　

学
校
給
食
だ
け
で
な
く
、
町
民

か
ら
も
廃
食
用
油
を
回
収
・
販
売

し
、
町
民
参
加
型
の
※
２
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
【
町
長
】

　
本
町
に
お
い
て
も
、
廃
食
用
油
の

回
収
に
向
け
調
査
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
町
内
事
業
者
へ
調
査
及
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
実
情
を
把
握
し
よ

り
よ
い
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
中
で

あ
る
。

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
が
油
を
貯
め

て
出
す
と
い
う
身
近
な
行
為
で
、
脱

炭
素
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う

実
感
と
関
心
を
町
民
の
皆
様
に
持
っ

て
い
た
だ
き
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。

学校給食廃食用油の有効活用を

町長「実現できるよう準備を進めている」

門
もん

馬
ま

 良
りょう

録画配信

※
１　
Ｓ
Ａ
Ｆ

　

廃
食
油
や
植
物
、
ゴ
ミ
な
ど
を
原

料
と
す
る
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
次

世
代
航
空
燃
料
。

※
２　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収

量
を
均
衝
さ
せ
る
た
め
の
概
念
。
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全
国
的
に
教
員
不
足
が
指
摘
さ
れ

る
中
、
子
ど
も
た
ち
に
安
定
し
た
教

育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
年
度
途
中
に
病
休
や

産
休
が
生
じ
た
場
合
、
代
替
教
員
の

確
保
に
時
間
が
か
か
る
と
聞
い
た
。

そ
の
間
、
管
理
職
や
主
幹
教
諭
が
授

業
に
入
る
な
ど
、
教
員
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
人
材
を
探
す
状
況
も
あ

る
と
聞
く
。

　
制
度
で
は
な
く
現
場
に
頼
っ
て
い

る
点
は
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

問
　
年
度
途
中
の
欠
員
に
つ
い
て
町
の

認
識
、
ま
た
安
定
的
に
代
替
人
材
を

確
保
す
る
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答
【
教
育
長
】

　
本
町
の
小
中
学
校
で
は
、
令
和
７

年
度
当
初
の
教
員
配
置
は
定
数
ど
お

り
確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
年

度
途
中
の
欠
員
に
つ
い
て
は
、
突
発

的
で
あ
る
こ
と
や
勤
務
条
件
の
問
題

か
ら
、
代
替
教
員
の
確
保
は
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

問
　
年
度
途
中
に
担
任
業
務
が
で
き
な

く
な
り
、
か
つ
補
充
が
で
き
て
い
な

い
ク
ラ
ス
数
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
現
状
、
長
期
欠
勤
者
が
12
名
、
そ

の
う
ち
代
替
で
き
て
い
な
い
の
は
７

名
。

答
【
教
育
長
】

　
予
測
で
き
る
場
合
は
事
前
配
置
で

対
応
し
、
突
発
的
な
病
休
に
つ
い
て

は
発
生
後
に
県
へ
代
替
教
員
の
配
置

を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
管
理

職
や
※
加
配
教
員
な
ど
が
授
業
に
入

り
学
校
内
で
対
応
し
て
い
る
。
長
期

的
に
担
任
不
在
に
な
る
こ
と
は
な

い
。

問
　
代
替
教
員
の
確
保
を
、
県
へ
ど
の

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
の
か
。

答
【
教
育
長
】

　
町
で
個
別
に
、
ま
た
、
福
岡
県
下

市
町
村
教
育
委
員
会
と
合
同
で
定
数

を
満
た
す
教
員
配
置
を
継
続
し
て
要

望
し
て
い
る
。

問
　
退
職
教
員
や
、
短
時
間
で
あ
れ
ば

勤
務
可
能
な
人
材
の
活
用
や
、
町
独

自
の
人
材
バ
ン
ク
の
仕
組
み
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答
【
教
育
長
】

　
退
職
教
員
や
、
教
員
免
許
を
持
ち

な
が
ら
勤
務
し
て
い
な
い
方
へ
の
声

か
け
は
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど

こ
に
ど
の
よ
う
な
人
材
が
い
る
の
か

把
握
し
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
。
教
員
経
験
者
の
情
報
収
集
や
人

材
登
録
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
併

せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

町独自の人材バンクで
� 人材確保を
教育長「人材登録の仕組み
� づくりを検討したい」

崎
さき

山
やま

 佐
さ

穂
ほ

録画配信

※　
加
配
教
員

　

通
常
の
配
置
人
数
に
加
え
て
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
指

導
や
支
援
を
行
う
た
め
に
配
置
さ
れ

る
教
員
の
こ
と
。
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町
村
議
会
議
員
研
修
会

�

（
令
和
８
年
１
月
９
日
）

�

福
岡
国
際
会
議
場

「
誰
の
た
め
の
議
会
か

�

～
議
員
が
成
長
す
る
た
め
に
～
」

　

議
会
改
革
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
会

津
若
松
市
議
会
の
改
革
の
軌
跡
を
も
と

に
、
方
向
性
や
具
体
策
に
つ
い
て
、
論

点
を
巡
っ
て
合
意
形
成
を
図
る
議
員
間

討
議
の
重
要
性
や
日
本
生
産
性
本
部
に

よ
る
議
会
評
価
の
導
入
、
ま
た
、
議
員

研
修
会
の
在
り
方
な
ど
、
取
り
組
み
事

例
や
諸
施
策
を
拝
聴
し
有
益
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
町
村
議
会
議
員
研
修

�

（
令
和
８
年
１
月
13
～
14
日
）

�

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

「
防
災
と
議
員
の
役
割
」

参
加
者
：
荒
牧
・
今
長
谷

　

近
年
、
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
す

る
中
、
本
町
の
防
災
体
制
を
よ
り
充
実

さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
本
研
修
を
受

講
し
た
。

　

講
義
で
は
、
災
害
時
の
混
乱
は
平
時

の
備
え
や
役
割
分
担
の
あ
い
ま
い
さ
が

起
因
す
る
こ
と
、
ま
た
一
律
の
支
援
の

み
で
は
真
に
困
窮
し
て
い
る
方
に
十
分

届
か
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
等
を
学
ん

だ
。

　

議
員
と
し
て
は
、
行
政
の
初
動
を
後

方
か
ら
支
え
つ
つ
情
報
を
共
有
し
、
住

民
の
声
を
丁
寧
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
た
。
今
後
は
日
頃
か

ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
努

め
て
い
き
た
い
。

市
町
村
議
会
議
員
研
修

�

（
令
和
８
年
２
月
２
日
～
３
日
）

�

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
の
課
題
」

参
加
者
：
古
屋
・
村
瀨
・
栗
須

　
「
地
方
創
生
と
は
何
か
」、「
人
口
減
少

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」、「
人
口
減
少

が
引
き
起
こ
す
課
題
」
や
「
地
域
発
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
び
、
人
口
減

少
が
も
た
ら
す
働
き
手
不
足
、
社
会
の

担
い
手
不
足
な
ど
の
地
域
課
題
を
、
ど

の
よ
う
に
解
決
し
て
い
る
の
か
を
熊
本

大
学
、
熊
本
県
八
代
市
、
熊
本
県
菊
池

市
の
事
例
発
表
を
通
し
て
考
え
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
発
表
者
で
あ
る
自

治
体
職
員
の
方
の
人
口
減
少
に
対
す
る

危
機
感
や
町
を
愛
す
る
熱
量
を
感
じ

た
。

　

わ
が
町
の
諸
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
の
研
修
で
得
た
知
識
を
議
会

活
動
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
町
と
な
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

市
町
村
議
会
議
員
研
修

�

（
令
和
８
年
１
月
19
日
～
20
日
）

�

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

「
第
３
回
市
町
村
長
等
・

�

議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
：
横
山
・
門
馬
・
浦
野

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
若
年
層

の
流
出
、
地
域
経
済
の
縮
小
等
地
方
経

済
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
事
例
を
交

え
て
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。
具
体
的
に

は
地
方
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
で
き
る

施
設
を
整
備
し
て
、
地
方
へ
の
観
光
客

や
投
資
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。
人
を
育

て
る
循
環
と
し
て
、
地
方
経
済
の
成
長

底
上
げ
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
別
の

事
例
で
は
都
市
機
能
の
集
約
、
歩
い
て

暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
。
さ
ら
に
芸
術
や
音
楽
・
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
、
多
く
の
来
訪

者
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
観
光
客
の
集
客
な

ど
課
題
解
決
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
参
考
に
す
べ
き
点
が
あ
り
、
稼
げ

る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。
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主な議会活動報告  令和８年１月～３月主な議会活動報告  令和８年１月～３月
会　議　名（事件内容）

１月

7日 広報広聴委員会／篠栗町シニアクラブ連合会新年会

9日 全員協議会

10日 篠栗町スポーツ協会新年会

11日 篠栗町消防団出初式／篠栗町はたちのつどい

15日～16日 福岡都市圏議長会視察研修（岡山県）

19日 福岡県介護保険広域連合粕屋支部運営委員会（糟屋郡自治会館）

22日 議会運営委員会／文教厚生常任委員会／糟屋地区議長協議会（久山町）

23日 臨時会／糟屋地区副議長会（篠栗町）

26日 例月現金出納検査（令和7年12月分）

27日 糟屋地区歴代議長会（オリエンタルホテル福岡）

２月

２日 北筑昇華苑組合議会第１回定例会（古賀市）

９日 須恵町外二ケ町清掃施設組合議会事前協議会（クリーンパークわかすぎ）

10日 大阪府岬町議会視察来庁／令和７年度 第２回総会・町村監査委員研修会（福岡県自治会館）

13日 須恵町外二ケ町清掃施設組合議会定例会（クリーンパークわかすぎ）

16日 意見交換会（元気もんラボ）（福岡工業大学）

18日 福岡県町村議長会定期総会（福岡県自治会館）／篠栗町旅館組合定期総会

19日 粕屋南部消防組合議会　議会運営委員会（粕屋南部消防本部）／篠栗町霊場会定時総会

20日 議会運営委員会

24日 粕屋南部消防組合議会定例会（粕屋南部消防本部）

25日 例月現金出納検査（令和８年１月分）

定
例
会

26日 開会／全員協議会

26日 広報広聴委員会

27日 糟屋郡自治会館組合議会定例会（糟屋郡自治会館）

３月

１日 篠栗町消防団非常呼集訓練

定
例
会

２日 付託議案審査（総務建設常任委員会・文教厚生常任委員会）

３日～９日 予算審査

10日 一般質問

12日 採決

12日 議会運営委員会／広報広聴委員会

23日 広報広聴委員会

24日 篠栗町社会福祉協議会評議員会（オアシス篠栗）

25日 例月現金出納検査（令和８年２月分）

30日 糟屋郡５町ブロック廃棄物対策協議会（クリーンパークわかすぎ）
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印刷／㈱三光

旬し
ゅ
ん

花か

衆し
ゅ
う

灯と
う

輝く まちの宝輝く まちの宝

　

令
和
８
年
度
、
中
学
生
の
海

外
派
遣
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
、
そ
し
て

世
界
を
担
う
「
未
来
の
宝
」
が

異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
、

多
く
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
経
験
や
気
づ
き
が
仲
間

へ
と
広
が
り
、
町
の
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
学
び
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

互
い
を
理
解
し
尊
重
す
る
心

が
育
ち
、
そ
の
歩
み
が
や
が
て

世
界
の
平
和
へ
と
つ
な
が
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

吉
本
　
文
枝

改修工事できれいになった勢門小、北勢門小の体育館で卒業式が行われました。
卒業を迎えたのは、コロナ禍で入学式が縮小され、長期間の休校も経験した子どもたちでした。
予定されている小中学校の改修も着実に進み、より良い学びの環境が広がることを願います。

改修された勢門小学校の体育館

観月会の灯籠の下絵

北勢門小学校の卒業式


